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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年9月9日(2010.9.9)

【公開番号】特開2009-53384(P2009-53384A)
【公開日】平成21年3月12日(2009.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-010
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【国際特許分類】
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   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/107    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/10    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/10    ３５１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　
   Ｇ０３Ｇ   9/10    ３３１　
   Ｇ０３Ｇ   9/10    ３２１　
   Ｇ０３Ｇ   9/10    ３６１　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂及び着色剤を少なくとも有するシアントナーと、磁性キャリアコアの表面に樹
脂被覆層を形成した磁性キャリアとを有する二成分系現像剤において、
１）該シアントナーは、クロロホルムにおけるシアントナーの濃度をＣｃ（ｍｇ／ｍｌ）
とし、波長７１２ｎｍにおける吸光度をＡ７１２とすると、ＣｃとＡ７１２の関係が、下
記式（１）を満足し、
　　２．００＜Ａ７１２／Ｃｃ＜８．１５　　　・・・（１）
　粉体状態で求めた明度Ｌ＊及び彩度Ｃ＊が、２５．０≦Ｌ＊≦４０．０、５０．０≦Ｃ
＊≦６０．０であり、
２）該磁性キャリアは、真比重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下であり、
３）該二成分系現像剤は、
　４０ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１０
11Ω・ｃｍ以上１．０×１０14Ω・ｃｍ以下であり、
　２００ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１
０6Ω・ｃｍ以上１．０×１０9Ω・ｃｍ以下であり、
　且つ、該二成分系現像剤の２３℃、５０％ＲＨ下でのシアントナーの摩擦帯電量の絶対
値が、５０ｍＣ／ｋｇ以上１２０ｍＣ／ｋｇ以下であることを特徴とする二成分系現像剤
。
【請求項２】
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　該磁性キャリアは、電界強度１００００Ｖ／ｃｍにおける動的抵抗率が５．０×１０5

Ω・ｃｍ以上１．０×１０8Ω・ｃｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の二成
分系現像剤。
【請求項３】
　該キャリアコアは磁性体分散型樹脂粒子であり、該磁性体分散型樹脂粒子に使用される
磁性体は個数平均粒径が０．１０μｍ以上０．３０μｍ以下のマグネタイト粒子であるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の二成分系現像剤。
【請求項４】
　該キャリアコアはポーラス状の磁性フェライト粒子であり、かさ密度をρ１（ｇ／ｃｍ
3）、真密度をρ２（ｇ／ｃｍ3）としたとき、ρ１が０．８０以上２．４０以下、ρ１／
ρ２が０．２０以上０．４２以下であることを特徴とする請求項１または２に記載の二成
分系現像剤。
【請求項５】
　該樹脂被覆層は、体積抵抗が１．０×１０-4Ω・ｃｍ以上１．０×１０2Ω・ｃｍ以下
の導電性微粒子、窒素成分含有の荷電制御樹脂を少なくとも有することを特徴とする請求
項１乃至４のいずれか１項に記載の二成分系現像剤。
【請求項６】
　少なくともシアントナー及び磁性キャリアを含有する補給用現像剤を現像器に補給し、
静電潜像を現像し、現像器内部で過剰になった現像剤を排出する二成分系現像方法に使用
する補給用現像剤であって、
　該補給用現像剤は、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であって、
磁性キャリア１質量部に対してシアントナーを２質量部以上５０質量部以下の配合割合で
含有していることを特徴とする補給用現像剤。
【請求項７】
　静電潜像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された静電潜像担持体上に
静電潜像を形成する潜像形成工程、前記静電潜像担持体上に形成された静電潜像を二成分
系現像剤を用いて現像してシアントナー像を形成する現像工程、前記静電潜像担持体上の
前記シアントナー像を中間転写体を介して又は介さずに転写材に転写する転写工程、前記
シアントナー像を転写材に定着する定着工程を有する画像形成方法であって、
　該二成分系現像剤は、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であるこ
とを特徴とする画像形成方法。
【請求項８】
　結着樹脂及び着色剤を少なくとも有するマゼンタトナーと、磁性キャリアコアの表面に
樹脂被覆層を形成した磁性キャリアとを有する二成分系現像剤において、
１）該マゼンタトナーは、クロロホルムにおけるマゼンタトナーの濃度をＣｍ（ｍｇ／ｍ
ｌ）とし、波長５３８ｎｍにおける吸光度をＡ５３８とすると、ＣｍとＡ５３８の関係が
、下記式（２）を満足し、
　　２．００＜Ａ５３８／Ｃｍ＜６．５５　　　・・・（２）
　粉体状態で求めた明度Ｌ＊及び彩度Ｃ＊が、３５．０≦Ｌ＊≦４５．０、６０．０≦Ｃ
＊≦７２．０であり、
２）該磁性キャリアは、真比重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下であり、
３）該二成分系現像剤は、
　４０ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１０
11Ω・ｃｍ以上１．０×１０14Ω・ｃｍ以下であり、
　２００ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１
０6Ω・ｃｍ以上１．０×１０9Ω・ｃｍ以下であり、
　且つ、該二成分系現像剤の２３℃、５０％ＲＨ下でのマゼンタトナーの摩擦帯電量の絶
対値が、５０ｍＣ／ｋｇ以上１２０ｍＣ／ｋｇ以下であることを特徴とする二成分系現像
剤。
【請求項９】
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　該磁性キャリアは、電界強度１００００Ｖ／ｃｍにおける動的抵抗率が５．０×１０5

Ω・ｃｍ以上１．０×１０8Ω・ｃｍ以下であることを特徴とする請求項８に記載の二成
分系現像剤。
【請求項１０】
　該キャリアコアは磁性体分散型樹脂粒子であり、該磁性体分散型樹脂粒子に使用される
磁性体は個数平均粒径が０．１０μｍ以上０．３０μｍ以下のマグネタイト粒子であるこ
とを特徴とする請求項８または９に記載の二成分系現像剤。
【請求項１１】
　該キャリアコアはポーラス状の磁性フェライト粒子であり、かさ密度をρ１（ｇ／ｃｍ
3）、真密度をρ２（ｇ／ｃｍ3）としたとき、ρ１が０．８０以上２．４０以下、ρ１／
ρ２が０．２０以上０．４２以下であることを特徴とする請求項８または９に記載の二成
分系現像剤。
【請求項１２】
　該樹脂被覆層は、体積抵抗が１．０×１０-4Ω・ｃｍ以上１．０×１０2Ω・ｃｍ以下
の導電性微粒子、窒素成分含有の荷電制御樹脂を少なくとも有することを特徴とする請求
項８乃至１１のいずれか１項に記載の二成分系現像剤。
【請求項１３】
　少なくともマゼンタトナー及び磁性キャリアを含有する補給用現像剤を現像器に補給し
、静電潜像を現像し、現像器内部で過剰になった現像剤を排出する二成分系現像方法に使
用する補給用現像剤であって、
　該補給用現像剤は、請求項８乃至１２のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であって
、磁性キャリア１質量部に対してマゼンタトナーを２質量部以上５０質量部以下の配合割
合で含有していることを特徴とする補給用現像剤。
【請求項１４】
　静電潜像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された静電潜像担持体上に
静電潜像を形成する潜像形成工程、前記静電潜像担持体上に形成された静電潜像を二成分
系現像剤を用いて現像してマゼンタトナー像を形成する現像工程、前記静電潜像担持体上
の前記マゼンタトナー像を中間転写体を介して又は介さずに転写材に転写する転写工程、
前記マゼンタトナー像を転写材に定着する定着工程を有する画像形成方法であって、
　該二成分系現像剤は、請求項８乃至１２のいずれか１項に記載の二成分系現像剤である
ことを特徴とする画像形成方法。
【請求項１５】
　結着樹脂及び着色剤を少なくとも有するイエロートナーと、磁性キャリアコアの表面に
樹脂被覆層を形成した磁性キャリアとを有する二成分系現像剤において、
１）該イエロートナーは、クロロホルムにおけるイエロートナーの濃度をＣｙ（ｍｇ／ｍ
ｌ）とし、波長４２２ｎｍにおける吸光度をＡ４２２とすると、ＣｙとＡ４２２の関係が
、下記式（３）を満足し、
　　６．００＜Ａ４２２／Ｃｙ＜１４．４　　　・・・（３）
　粉体状態で求めた明度Ｌ＊及び彩度Ｃ＊が、８５．０≦Ｌ＊≦９５．０、１００．０≦
Ｃ＊≦１１５．０であり、
２）該磁性キャリアは、真比重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下であり、
３）該二成分系現像剤は、
　４０ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１０
11Ω・ｃｍ以上１．０×１０14Ω・ｃｍ以下であり、
　２００ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１
０6Ω・ｃｍ以上１．０×１０9Ω・ｃｍ以下であり、
　且つ、該二成分系現像剤の２３℃、５０％ＲＨ下でのイエロートナーの摩擦帯電量の絶
対値が、５０ｍＣ／ｋｇ以上１２０ｍＣ／ｋｇ以下であることを特徴とする二成分系現像
剤。
【請求項１６】
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　該磁性キャリアは、電界強度１００００Ｖ／ｃｍにおける動的抵抗率が５．０×１０5

Ω・ｃｍ以上１．０×１０8Ω・ｃｍ以下であることを特徴とする請求項１５に記載の二
成分系現像剤。
【請求項１７】
　該キャリアコアは磁性体分散型樹脂粒子であり、該磁性体分散型樹脂粒子に使用される
磁性体は個数平均粒径が０．１０μｍ以上０．３０μｍ以下のマグネタイト粒子であるこ
とを特徴とする請求項１５または１６に記載の二成分系現像剤。
【請求項１８】
　該キャリアコアはポーラス状の磁性フェライト粒子であり、かさ密度をρ１（ｇ／ｃｍ
3）、真密度をρ２（ｇ／ｃｍ3）としたとき、ρ１が０．８０以上２．４０以下、ρ１／
ρ２が０．２０以上０．４２以下であることを特徴とする請求項１５または１６に記載の
二成分系現像剤。
【請求項１９】
　該樹脂被覆層は、体積抵抗が１．０×１０-4Ω・ｃｍ以上１．０×１０2Ω・ｃｍ以下
の導電性微粒子、窒素成分含有の荷電制御樹脂を少なくとも有することを特徴とする請求
項１５乃至１８のいずれか１項に記載の二成分系現像剤。
【請求項２０】
　少なくともイエロートナー及び磁性キャリアを含有する補給用現像剤を現像器に補給し
、静電潜像を現像し、現像器内部で過剰になった現像剤を排出する二成分系現像方法に使
用する補給用現像剤であって、
　該補給用現像剤は、請求項１５乃至１９のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であっ
て、磁性キャリア１質量部に対してイエロートナーを２質量部以上５０質量部以下の配合
割合で含有していることを特徴とする補給用現像剤。
【請求項２１】
　静電潜像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された静電潜像担持体上に
静電潜像を形成する潜像形成工程、前記静電潜像担持体上に形成された静電潜像を二成分
系現像剤を用いて現像してイエロートナー像を形成する現像工程、前記静電潜像担持体上
の前記イエロートナー像を中間転写体を介して又は介さずに転写材に転写する転写工程、
前記イエロートナー像を転写材に定着する定着工程を有する画像形成方法であって、
　該二成分系現像剤は、請求項１５乃至１９のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であ
ることを特徴とする画像形成方法。
【請求項２２】
　結着樹脂及び着色剤を少なくとも有するブラックトナーと、磁性キャリアコアの表面に
樹脂被覆層を形成した磁性キャリアとを有する二成分系現像剤において、
１）該ブラックトナーは、粉体状態で求めた明度Ｌ＊が、５．０≦Ｌ＊≦１３．０であり
、
２）該磁性キャリアは、真比重が２．５ｇ／ｃｍ3以上４．２ｇ／ｃｍ3以下であり、
３）該二成分系現像剤は、
　４０ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１０
11Ω・ｃｍ以上１．０×１０14Ω・ｃｍ以下であり、
　２００ｋＰａの圧縮下で、直流電圧１００Ｖ印加時における体積抵抗率が、１．０×１
０6Ω・ｃｍ以上１．０×１０9Ω・ｃｍ以下であり、
　且つ、該二成分系現像剤の２３℃、５０％ＲＨ下でのブラックトナーの摩擦帯電量の絶
対値が、５０ｍＣ／ｋｇ以上、１２０ｍＣ／ｋｇ以下であることを特徴とする二成分系現
像剤。
【請求項２３】
　該磁性キャリアは、電界強度１００００Ｖ／ｃｍにおける動的抵抗率が５．０×１０5

Ω・ｃｍ以上１．０×１０8Ω・ｃｍ以下であることを特徴とする請求項２２に記載の二
成分系現像剤。
【請求項２４】
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　該キャリアコアは磁性体分散型樹脂粒子であり、該磁性体分散型樹脂粒子に使用される
磁性体は個数平均粒径が０．１０μｍ以上０．３０μｍ以下のマグネタイト粒子であるこ
とを特徴とする請求項２２または２３に記載の二成分系現像剤。
【請求項２５】
　該キャリアコアはポーラス状の磁性フェライト粒子であり、かさ密度をρ１（ｇ／ｃｍ
3）、真密度をρ２（ｇ／ｃｍ3）としたとき、ρ１が０．８０以上２．４０以下、ρ１／
ρ２が０．２０以上０．４２以下であることを特徴とする請求項２２または２３に記載の
二成分系現像剤。
【請求項２６】
　該樹脂被覆層は、体積抵抗が１．０×１０-4Ω・ｃｍ以上１．０×１０2Ω・ｃｍ以下
の導電性微粒子、窒素成分含有の荷電制御樹脂を少なくとも有することを特徴とする請求
項２２乃至２５のいずれか１項に記載の二成分系現像剤。
【請求項２７】
　少なくともブラックトナー及び磁性キャリアを含有する補給用現像剤を現像器に補給し
、静電潜像を現像し、現像器内部で過剰になった現像剤を排出する二成分系現像方法に使
用する補給用現像剤であって、
　該補給用現像剤は、請求項２２乃至２６のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であっ
て、磁性キャリア１質量部に対してブラックトナーを２質量部以上５０質量部以下の配合
割合で含有していることを特徴とする補給用現像剤。
【請求項２８】
　静電潜像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された静電潜像担持体上に
静電潜像を形成する潜像形成工程、前記静電潜像担持体上に形成された静電潜像を二成分
系現像剤を用いて現像してブラックトナー像を形成する現像工程、前記静電潜像担持体上
の前記ブラックトナー像を中間転写体を介して又は介さずに転写材に転写する転写工程、
前記ブラックトナー像を転写材に定着する定着工程を有する画像形成方法であって、
　該二成分系現像剤は、請求項２２乃至２６のいずれか１項に記載の二成分系現像剤であ
ることを特徴とする画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また本発明は、静電潜像担持体を帯電させる帯電工程、前記帯電工程で帯電された静電
潜像担持体上に静電潜像を形成する潜像形成工程、前記静電潜像担持体上に形成された静
電潜像を上記二成分系現像剤を用いて現像してトナー像を形成する現像工程、前記静電潜
像担持体上の前記トナー像を中間転写体を介して又は介さずに転写材に転写する転写工程
、前記トナー像を転写材に定着する定着工程を有する画像形成方法であって、
　該二成分系現像剤が、上記二成分系現像剤であることを特徴とする画像形成方法に関す
る。
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